
 

 

 

2012年 9月 28日 

日帰りスペシャルを実施！ 

～大好評につき、対象便が拡大～ 
 

Peach Aviation株式会社（以下：Peach、代表取締役CEO：井上 慎一、本社：大阪府泉佐野市）は、       

本日、国内・国際線の一部路線を対象に日帰り往復キャンペーンを実施すると発表しました。 

 

このキャンペーンは、現在実施中の、大阪（関西）－ソウル（仁川）、長崎の各線の日帰り往復キャンペーン

がご好評をいただいていることから、リクエストを多くいただいている福岡、鹿児島の各線を加えて、拡大する

ものです。 

 

対象は、大阪（関西）－ソウル（仁川）、福岡、長崎、鹿児島の各路線で、平日の日帰りのご旅行がお得な 

運賃でご利用いただけるものです。大阪（関西）発の日帰りのほか、福岡、長崎、鹿児島の各空港発の日帰り

運賃もご用意しています。 

 

今回のキャンペーン運賃の販売は、10月1日（月）～10月31日（水）までの期間、コンタクトセンターのみの

お取り扱いといたします。 

 

Peachは「アジアの空をもっと近く、面白くする」をキャッチフレーズに、日本とアジアの新たな懸け橋とし

てネットワークを拡大し、アジア地域における人々や文化の交流の促進を目指してまいります。 

 

国際線 

対象路線 キャンペーン運賃 対象搭乗期間 対象便名 

大阪（関西）－ソウル（仁川） 7,400円（往復） 
10月4日～2月28日* 

（月～金曜日限定） 
MM1-MM10 

*2013年1月21日から2月14日の間は設定がありません 

国内線 

対象路線 キャンペーン運賃 対象搭乗期間 対象便名 

大阪（関西）－福岡 7,000円（往復） 
10月4日～2月28日 

（火、水、木曜日限定） 
MM151-MM160 
MM152-MM159 

大阪（関西）－長崎 5,000円（往復） 
10月4日～2月28日 

（月～金曜日限定） 
MM171-MM176 
MM172-MM175 

大阪（関西）－鹿児島 7,000円（往復） 
12月15日～2月28日 

（月～金曜日限定） 
MM191-MM198 
MM192-MM197 

※詳しい運航スケジュールはPeachウェブサイトwww.flypeach.comをご参照ください 

 

Peachコンタクトセンター：0570-200-489 （営業時間 9：00-18：00／月～金、祝日を除く） 

 

上記キャンペーン運賃のご予約には、コンタクトセンター新規予約手数料（2,100円）と支払手数料（420円）が

必要です。その他、特記事項につきましては、下記をご参照ください。 

 

 

 

 

http://www.flypeach.com/


ウェブサイト： www.flypeach.com  

Facebookページ： www.facebook.com/peach.aviation  

YouTube公式チャンネル： www.youtube.com/user/PeachAviation  

<特記事項> 

・同日の往復予約の場合に限ります。 

・往復で当該便・当該運賃に空席がある場合に適応されます。 

・予約は、搭乗 3営業日前の 18：00（日本時間）までとなります。 

・空港使用料等は別途必要となります。国内線も 10 月 28 日以降ご搭乗分は別途必要となります。 

・燃油サーチャージ（燃油特別付加運賃）はいただいておりません。 

・手荷物のお預け、座席指定には別途料金がかかります。 

・その他運賃タイプとの併用はできません。 

・運賃額・ご利用条件は予告なしに変更および追加設定する場合がございます。  

・運航スケジュールについては、関係官庁の認可を前提としています。 

 

 

Peach Aviation株式会社について 

Peach は、関西国際空港を拠点とする日本で初めての本格的な LCC として、2012 年 3 月に就航しました。国内線では、  

大阪（関西）から札幌（新千歳）、福岡、長崎、鹿児島の 4 路線に 1 日 11 往復 22 便を、また、国際線では大阪（関西）から  

ソウル（仁川）、香港の 2路線に 1日 4往復 8便を運航しています。今後、10月 16日には台北（桃園）線、10月 18日には

沖縄（那覇）線の開設を予定しており、10月には 5機体制となり、週 266便を運航します。Peachは日本における LCCの先

駆者として、また、日本とアジアを結ぶ懸け橋として、安全を最優先にしながら、これまでの航空会社とは異なる仕組みから

安定的な低コスト体制を実現し、365日低価格の新しい航空サービスを提供することをミッションとしています。 

 

 


